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１．はじめに 

徳島大学高等教育研究センターでは、グローバ

ル人材育成を目的として、毎年夏休みと春休みを

利用して、全学部学科の学生を海外の大学・教育

機関に派遣しているが、新型コロナウイルス感染

拡大防止の観点で、2020 年度は全ての海外留学

プログラムを中止した。そこで、2020 年度は米国

の南イリノイ大学(以下、「SIU」)に相談を持ちか

け、オンライン留学プログラムを開発し、夏休み

と春休みに実施した。 

オンライン留学には一定の効果があることが

明らかとなった 1)ため、コロナ禍後にも継続した

いと考えている。本稿では、夏休みと春休みのプ

ログラム参加学生たちのグローバル人材として

の能力（＝グローバル・コンピテンシー）の傾向

について、BEVI を用いて明らかにし、今後のオン

ライン留学プログラム開発の参考とする。 

 
２．研究方法 

（1）BEVI 

短期留学の成果の評価等を目的に、学生の情動

的・心理的変化の客観的な測定ができる「BEVI

（The Beliefs, Events, and Values Inventory）」

というオンライン評価を導入する大学が増えて

いる 2)。基本情報(40 項目)及び質問(185 項目)か

ら構成され、質問の選択肢は４段階で、統計的に

対になっており最終的には９段階に分類される

尺度もある。結果は、表１の通り、17 のスケール

で数値が表され、７つ（Ⅰ〜Ⅶ）の領域に分けら

れる。Aggregate Profile の結果を見ると、各ス

ケールそれぞれ、全体平均値が 100 点満点で表さ

れており、50点を平均としている。差を見る場合、

５点以上出ると有意性があるとされる 2)。 

     表 1 BEVI スケール一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）分析方法 

本稿では紙⾯の都合上、上記の 17 のスケール
の全てを扱うことはできない。そのため、このグ

ローバル人材の定義 3)の中でも、著者らが最も関

心を持っている「異文化に対する理解と日本人と

してのアイデンティティー」に大きく関連する項

目である「スケール８」（社会情動的一致）と「ス

ケール 15」（社会文化的オープン性）の２つに絞
り、プログラム開始前にBEVIを受検してもらい、
その結果を分析を⾏うこととした。 

（3）調査対象者 

本調査の対象者は、夏休み参加学生 27 名、春

休み参加学生 14名の、合わせて 41名である。 
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（4）倫理的配慮 

学生には、パソコンの画面上で趣旨、個人情報

の取り扱いについて同意した上で、BEVI を受検

させた。なお、BEVI では、個人は特定されない。 
 

３．分析結果および考察 

 図１は、夏休み参加学生と春休み参加学生がプ

ログラム開始前に受検した BEVI の「スケール８」

と「スケール 15」の２つの Aggregate Profile の

数値である。縦軸は BEVI の数値（点）を表して

いる。以下、スケールごとに結果を分析する。 

（1） スケール８「社会情動的一致」 

スケール８は、７つの領域のうち「Ⅳ 批判的

思考」の領域に入っている。これは、自分だけで

なく他者をよく理解し配慮ができる傾向を示す

項目である。グローバル人材の育成においては、

異文化の人へ配慮ができると同時に、自分自身と

自文化への理解が深い学生を育成したい。その点

で、この項目は重要なものの１つであるが、どち

らの参加者も高い数値ではなく、さらに春休み参

加者は夏休み参加者と比べて有意に低い。春休み

参加者は、海外に関心はあるものの、他者に配慮

して課題解決に取り組む複雑な思考を積極的に

行わない傾向があると考えられるので、異文化交

流をサポートする観点での学内プログラムを融

合するなどの工夫がいると考えられる。 

（2）スケール 15「社会文化的オープン性」 

スケール 15 は、７つの領域のうち、「Ⅵ 他者

とのかかわり」の領域に入っている。社会や文化

の様々な要素に興味や関心があり、その差異に気

づくことができる特質を表すが、これはグルーバ

ル人材には不可避なものである。図１を見ると、

夏休み参加者は春休み参加者に比べて有意に高

く、80 点以上ある。夏休み参加者は、元々異文化

に強い関心があると考えられるので、SIU のオン

ラインだけの異文化体験だけでは満足せず、数値

を更に伸ばすことは難しいと考えられる。オンラ

イン留学に異文化間協働学習などの学内プログ

ラムを融合させ、より深い学びの機会を提供する

必要がある。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

図１ 参加学生のスケールの数値 

 

４．今後の課題 

2020 年度 SIU オンライン留学の夏休みと春休

みの参加者を比べると、夏休み参加者は、異文化

に関心が強い傾向にあり、春休み参加者は、海外

に関心はあるものの、他者理解をしながら課題解

決に取り組む複雑な思考は積極的に行わない傾

向があることも明らかとなった。2021 年度以降

の分析を継続し、オンライン留学および学内講義

などとの融合プログラムの開発の参考とする。 
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